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普通科, 16.6

ビジネス教養科, 

32.7

情報工学科, 8.1

総合電気科, 8.5

電子機械科, 8.7

建設工学科, 8.7

デザイン科, 8.3

科学科, 8.5

幸区内, 22.7

幸区以外の川崎市内, 52.9

横浜市, 16.6

川崎市・横浜市以外, 7.0
無回答, 0.9

令和２年度 

幸区高校生アンケート調査 報告書 

○調査回答者の属性

【調査対象】幸区内（幸高等学校・川崎総合科学高等学校）に在学の高校２年生

【調査方法】学校での配布、回収

【調査期間】令和２年７～８月

【回収結果】調 査 件 数：463 件（令和２年５月１日時点生徒数） 

有効回収数：459 件 

有効回収率：99.1％

【調査項目】 （１）幸区について （６）障がい者支援について 

 （２）交通安全について （７）行政の情報について 

 （３）防災について （８）将来について 

 （４）自分の住んでいる地域のことについて （９）自由意見 

 （５）ボランティア活動について   

※ 図中における基数となるべき実数（ｎ）は回答者数を示している。また、本文中の「構成比（％）」は小数点以下第２位を

四捨五入していること、並びに複数回答によるものも含まれていることから、構成比の合計が 100％に満たない、あるいは

上回る場合がある。

※ 本アンケート実施にあたっては、新型コロナウイルス感染症拡大防止のための外出自粛等の状況は考慮せずに回答して欲し

い旨を伝えている。

（１）学科 

（２）居住地 

調査の概要

（ｎ＝459） （％） 

（％） （ｎ＝459） 
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順位 項目 件数
第１位 ラゾーナ川崎 153
第２位 コンビニ（セブンイレブン、ファミリーマート） 16
第３位 御幸公園 14
〃 幸高校 14
第５位 多摩川／河川敷／土手 12
第６位 川崎駅 11
第７位 川崎総合科学高校 8
第８位 ミューザ川崎 7
〃 ドン・キホーテ 7
〃 夢見ヶ崎動物公園／加瀬山 7

順位 項目 件数
第１位 幸高校 88
第２位 ラゾーナ川崎 73
第３位 川崎総合科学高校 34
第４位 幸／幸せ／HAPPY 23
第５位 治安が悪い 15
第６位 川崎駅 14
〃 幸区役所 14
〃 川崎／川崎市 14
第９位 夢見ヶ崎動物公園／加瀬山 7
第１０位 幸スポーツセンター 6

1.3
39.4

1.5
2.8
3.9
4.6
4.8
5.7

15.3
27.9
30.9

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

無回答
特にない
その他
美化

地域の人間関係、つながり
子育て環境

教育、文化環境
治安や風紀

緑や公園などの自然環境
交通の利便性

買い物、病院などの日常生活の利便性

１ 幸区について

（１）幸区の良いと感じるところ（魅力や誇り）（複数回答）

「買い物、病院などの日常生活の利便性」が 30.9％で最も高く、次いで「交通の利便性」（27.9％）、

「緑や公園などの自然環境」（15.3％）と続いている。 

（２）幸区内のお気に入りの場所（施設、公園、お店など）（自由記述）

「ラゾーナ川崎」（153 件）が最も多く、次いで「コンビニ（セブンイレブン、ファミリーマート）」

（16 件）、「御幸公園」、「幸高校」（ともに 14件）と続いている。 

（３）「幸区」と聞いて初めに連想するもの（自由記述）

「幸高校」（88 件）が最も多く、次いで「ラゾーナ川崎」（73 件）、「川崎総合科学高校」（34 件）と

続いている。 

（ｎ＝459） （％） 
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2.0
48.1

3.3
3.3
4.6
5.0
7.2
9.6

15.3
16.8

33.1

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

無回答
特にない
その他

子育て環境
地域の人間関係、つながり

買い物、病院などの日常生活の利便性
教育、文化環境

緑や公園などの自然環境
交通の利便性

美化
治安や風紀

0.4

8.9

2.6

3.7

6.3

6.3

8.7

9.8

13.3

16.1

16.8

18.5

25.5

25.9

29.8

32.7

40.7

56.2

56.2

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0

無回答

特にない

その他

身近な地域の課題を地域で解決する自治意識が高いまち

地域活動が盛んなまち

外国人市民が暮らしやすいまち

観光資源が充実しているまち

スポーツ活動が盛んなまち

社会的に支援が必要な方（高齢者や障害者など）を支え合うまち

教育環境が充実しているまち

音楽、文化、芸術の盛んなまち

障害の有無などにかかわらず、誰もが自分らしく暮らせるまち

商店街の活性化など賑わいのあるまち

子どもを育てやすいまち

親しみやすい公園や広場に恵まれているまち

ゴミやポイ捨てのないきれいなまち

バスなどの交通体系が充実しているまち

防犯、交通安全など安全、安心な暮らしのできるまち

地震や大雨などの災害に強いまち

（４）幸区の不満に感じるところ（複数回答）

「治安や風紀」が 33.1％で最も高く、次いで「美化」（16.8％）、「交通の利便性」（15.3％）と続い

ている。 

（５）10 年後、どのような「まち」に住みたいか（複数回答）

「地震や大雨などの災害に強いまち」と「防犯、交通安全など安全、安心な暮らしのできるまち」

が 56.2％で最も高く、次いで「バスなどの交通体系が充実しているまち」（40.7％）、「ゴミやポイ捨て

のないきれいなまち」（32.7％）と続いている。

（％） （ｎ＝459） 

（ｎ＝459） （％） 
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２ 交通安全について

0.0

22.9

1.3

2.2

16.6

41.2

48.8

66.7

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0

無回答

知らない

その他

一人暮らしの高齢者の見守り活動

年配の方が集まって行っている会議

防災訓練や防犯パトロール、公園の清掃活動

回覧板の回覧

夏祭り、スポーツ大会などのイベント

89.8 10.2 0.0

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0
知っている 知らない 無回答

0.2

9.2

1.5

27.2

38.8

41.0

42.0

47.3

73.9

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0

無回答

特にない

その他

区役所などで配られているハザードマップ（洪水、土砂災…

災害時の避難方法や避難場所について家族と話したことがある

日頃の備え（備蓄）をしている

災害時に自分が取るべき行動を理解している

いざという時には近所の助け合いが重要だと知っている

災害時は近くの学校が避難所になることを知っている

４ 自分の住んでいる地域のことについて

３ 防災について

（１）自転車損害賠償責任保険等への加入義務（神奈川県条例）の認知度 

「知っている」が 89.8％、「知らない」は 10.2％となっている。

（１）防災についてあてはまるもの（複数回答）

「災害時は近くの学校が避難所になることを知っている」で 73.9％と最も高く、次いで「いざとい

う時には近所の助け合いが重要だと知っている」（47.3％）、「災害時に自分が取るべき行動を理解して

いる」（42.0％）と続いている。 

（１）町内会・自治会の活動で知っていること（複数回答）

「夏祭り、スポーツ大会などのイベント」が 66.7％で最も高く、次いで「回覧板の回覧」（48.8％）、

「防災訓練や防犯パトロール、公園の清掃活動」（41.2％）と続いている。

区役所などで配られているハザードマップ（洪水、土砂災害）を見たことがある

（％） （ｎ＝459） 

（ｎ＝459） （％） 

（％） （ｎ＝459） 
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1.1

7.4

21.1

25.7

34.4

39.4

51.9

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0

無回答

その他

フロンターレやブレイブサンダースなどの選手・マスコットと交流できる企画

地域活動に参加すると商店街などで利用できるポイントがたまるような仕組み

町内会・自治会の活動をホームページやSNSなどを通じて広く発信する取組み

面白い活動を企画するなど、若い世代の人がアイデアを提案できる仕組み

小学校や中学校の時の同級生（幼なじみ）が集まって参加できる企画

37.5 29.6 31.6 1.3

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

思ったことがあり、何かをしたことがある 思ったことはあるが、何もしたことがない

思ったことがない 無回答

0.9

34.2

1.7

8.1

9.6

12.2

14.2

14.6

19.6

22.2

26.6

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0

無回答

ボランティア活動に興味がない

その他

障がい者のための活動

高齢者のための活動

交通安全や防犯活動

災害時の避難所運営などの防災活動

国際交流に関する活動

花植えなどの緑化活動

子育てに関する活動

ごみ、清掃、資源などのリサイクル活動

５ ボランティア活動について

（２）町内会・自治会の活動に若い世代が参加しやすくするために必要だと思うこと（複数回答）

「小学校や中学校の時の同級生（幼なじみ）が集まって参加できる企画」が 51.9％と最も高く、次

いで「面白い活動を企画するなど、若い世代の人がアイデアを提案できる仕組み」（39.4％）、「町内会・

自治会の活動をホームページや SNS などを通じて広く発信する取組み」（34.4％）と続いている。 

（３）まちで困っている人を見かけたとき、何かをしたいと思ったことがあるか 

「思ったことがあり、何かをしたことがある」（37.5％）と「思ったことはあるが、何もしたことが

ない」（29.6％）を合わせた『思ったことがある（計）』は 67.1％となっている。

（１）ボランティア活動について興味がある分野（複数回答）

「ごみ、清掃、資源などのリサイクル活動」が 26.6％で最も高く、次いで「子育てに関する活動」

（22.2％）、「花植えなどの緑化活動」（19.6％）と続いている。

（％） 

（％） 

（ｎ＝459） 

（ｎ＝459） 

（ｎ＝459） （％）

思
っ
た
こ
と
が
あ
る

思
っ
た
こ
と
が
な
い

(計) 

67.1 31.6 
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0.9 4.1 5.2 89.1 0.7

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

知っていて、参加したことがある 知っているが、参加したことはない

知らなかったが、参加してみたい 知らなかった

無回答

６ 障がい者支援について

0.4

20.5

1.5

13.3

17.6

22.9

24.6

25.7

29.4

42.0

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

無回答

わからない

その他

障がい者自身やその家族が社会参加に対して積極性を持つ

障がい者が様々な活動に参加できるよう支援者の育成を図る

広報や生涯学習などで障がい者への理解を深める

福祉イベントなど、障がいのあるなしに関わらず交流できる機会を増やす

障がい者スポーツを日常的に楽しめる環境の充実を図り、障がいのある人もない

人も一緒に楽しめる機会を増やす

地域や学校で、ともに学びともに暮らせる環境の整備を進める

子どもの時から、学校などで障がい者とのふれあいや助け合いの機会を増やす

（２）幸区で実施している中高生のボランティア活動の取組「はぴ☆ボラ」の認知度 

「知っていて、参加したことがある」（0.9％）と「知っているが、参加したことはない」（4.1％）

を合わせた『知っていた（計）』は 5.0％、「知らなかったが、参加してみたい」（5.2％）と「知らなか

った」（89.1％）を合わせた『知らなかった（計）』は 94.3％となっている。 

（１）心のバリアフリーを進めていくために大切だと思うこと（複数回答）

「子どもの時から、学校などで障がい者とのふれあいや助け合いの機会を増やす」が 42.0％で最も

高く、次いで「地域や学校で、ともに学びともに暮らせる環境の整備を進める」（29.4％）、「障がい者

スポーツを日常的に楽しめる環境の充実を図り、障がいのある人もない人も一緒に楽しめる機会を増

やす」（25.7％）と続いている。

（％）

（％）（ｎ＝459） 

（ｎ＝459） 知
っ
て
い
た

知
ら
な
か
っ
た

(計) 
(計) 

5.0 94.3 

障がい者スポーツを日常的に楽しめる環境の充実を図り、
障がいのある人もない人も一緒に楽しめる機会を増やす
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７ 行政の情報について

0.7
32.2

2.0
0.7
0.7
0.9
2.8
4.1
4.6

9.4
11.8
12.2
12.2
14.8

29.2
34.2

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0

無回答

入手していない

その他

行政のアプリ（かわさきアプリなど）

担当部署に直接問合せ（電話、電子メールを含む）

コールセンター、問い合わせ総合窓口（サンキューコールかわさきなど）

民間のインターネットサイト

区の施設、窓口等にあるポスターやちらしなど

新聞

行政のホームページ

FacebookやTwitterなどのSNS

定期的に発行される市の施策やイベントなどを掲載した広報紙（かわさき市…

テレビ（ケーブルテレビを含む）

町内会・自治会の回覧板や掲示板

知人や家族から聞く

学校で配布されるちらしなど

0.9

52.5

2.4

1.5

4.4

6.5

8.5

8.5

9.4

10.0

15.3

18.7

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0

無回答

特にない

その他

高齢者福祉、障害者福祉、かわさきパラムーブメントに関する情報

子育てに関する情報

地域で活動する団体や個人等の活動内容

講座やイベントの情報

エコ、環境に関する情報

地域のスポーツ、健康づくりに関する情報

交通安全、自転車マナー等に関する情報

防災情報

まちの魅力、みどころ

（１）行政情報の入手方法（複数回答）

「学校で配布されるちらしなど」が 34.2％で最も高く、次いで「知人や家族から聞く」（29.2％）、

「町内会・自治会の回覧板や掲示板」（14.8％）と続いている。 

（２）行政のお知らせについて興味、関心がある内容（複数回答）

「まちの魅力、みどころ」が 18.7％と最も高く、次いで「防災情報」（15.3％）、「交通安全、自転車

マナー等に関する情報」（10.0％）と続いている。 

（ｎ＝459） 

（ｎ＝459） 

（％）

（％） 

定期的に発行される市の施策やイベントなどを掲載した広報紙（かわさき市政だよりなど）
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８ 将来について

43.6 54.9 1.5

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

ある ない 無回答

4.8
16.1

1.3
1.5
1.7
2.4
2.4
2.6
2.8
2.8
2.8
3.1
3.5
3.7
4.1
4.1
4.1
4.1
4.4
4.4
4.6
4.6
4.8
5.2
5.2
5.4
5.7

7.2
8.5
9.2

11.8
15.5

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0

無回答
その他

電力・ガス・エネルギー
アミューズメント・レジャー
百貨店・スーパー・コンビニ

鉄鋼・鉱業
レストラン・調理

不動産
スポーツ
介護・福祉
冠婚葬祭

公社・団体・官公庁
農林・水産

ホテル・旅行
食品

アパレル・服飾関連
商社
保育

医療機関・調剤薬局
美理容・フィットネスクラブ

自動車
広告・出版・マスコミ

教育
住宅・インテリア
鉄道・航空・運輸

金融
化学・薬品・化粧品

建設
ソフトウエア・通信

電気・OA機器
ゲーム・娯楽用品

デザイン・美術・アニメ

（１）就職について重視したい動機や考え方（自由記述）

「ある」が 43.6％、「ない」は 54.9％となっている。なお、「ある」の具体的な内容は「人の役に立

ちたい／人のためになりたい」が 18 件で最も高く、次いで「趣味を活かしたい」（17 件）、「自分の好

きなことをしたい」（14件）と続いている。 

（２）就職したい分野（複数回答）

「デザイン・美術・アニメ」が 15.5％で最も高く、次いで「ゲーム・娯楽用品」（11.8％）、「電気・

ＯＡ機器」（9.2％）と続いている。 

（ｎ＝459） 

（ｎ＝459） 

（％） 

（％） 
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順位 項目 件数
第１位 バス・鉄道などの公共交通機関について 25
第２位 治安について 19
第３位 道路整備について 14
第４位 ごみ処理・ポイ捨てについて 9
第５位 交通安全について 8
第６位 公園・緑地・河川について 7
〃 騒音について 7
第８位 子どもの遊び場について 6
第９位 環境全般について 5
〃 学校のことについて 5

９ 自由意見

「バス・鉄道などの公共交通機関について」（25件）が最も多く、次いで「治安について」（19件）、

「道路整備について」（14件）と続いている。 

（主な意見） 

第１位「バス・鉄道などの公共交通機関について」 

 ・川崎区と幸区を直接つなげるバスがあった方がいい 

 ・バスが時刻通りに来ないので、時刻表を変えるか、道の改善をしてほしい。 

・踏切のせいで車が渋滞しているので、学校に遅刻する。道がそこしかないので大変 

 ・バスが全然来ない（１０分以上もおくれること）、バスの量を増やして通学しやすくしてほしい。道がせ

まい。 

 ・矢向へのバスがほしい 

・もう少しだけバス料金を安くしてほしいです 

・下末吉（横浜市鶴見区）、尻手方面から、遠藤町、御幸公園方面へのバスでの移動が川崎駅を経由する必

要があって不便なので、鶴見区と幸区の国道 1号線を直通するバス路線を設定してほしい。 

第２位「治安について」 

 ・治安悪くて、夜歩くのがこわいです 

 ・不良が多い、意味のわからない絡み方してくる人がいる 

 ・ヤンキーがこわいのでどうにかしてほしい、みんな更生して東大にいってほしい 

 ・治安をもっと良くして誰でも住みやすい環境をつくる 

・夜中で暗い所（山などは除く）、パチンコ店多い（特に目につきやすい）→青少年の治安意識低下 

第３位「道路整備について」 

 ・歩行者と自転車がこわいので道を広くしてほしい 

 ・交通面で、自転車が通りやすい道をつくってほしいです 

 ・人のとおりは多いのに歩道が狭かったり、なかったりして、車道を歩くことがよくある 

 ・道の凹凸を減らしてほしい。川崎～幸の多摩川添いの道を広くして欲しい 

 ・どこの道幅もせまいので広くしてほしい 
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